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 ３年に渡り続いてきました新型コロナウィルスの感染に伴う活動の自粛や各種制限等も

令和５年度に入り５類への引き下げ予定をされ、ようやく日常の生活が戻りつつあります。

３年間という時間は総ての業界においても大きな変化をもたらしましたし、成長期の子供た

ちへの影響も計り知れません。 

 働き方改革法案が施行されたことにより、教職員の働き方も大きくクローズアップされ戦

後の日本のスポーツの大半を担ってきた学校部活動が大きく変わろうとしています。多くの

スポーツ活動は“無償”が念頭にあり、指導する側にも「ボランティア精神」での活動が求め

られてきたことが大きく起因しております。日本スポーツ協会や文部科学省等がはじめてい

る「学校部活動地域移行」はまだまだ実務的な課題が山積しており理想の体系づくりには時

間がかかると考えています。しかしスポーツは“競技”だけでなく成長期の子供たちの“体づ

くり”から、大人になってからの“健康維持”、高齢者の“介護予防”など非常に重要な役割を果

たしています。特に「体操」は体を動かすすべての礎であります。体操に関わる皆様の役割

は大きいことから、これからのご活躍を期待するところです。 

岐阜県体操協会としても、プレイヤーズセンタードを重視し、組織的なガバナンスの構築

を図っていきたいと思います。当協会に係る皆様が一致団結し、子供たちが活躍できる未来

社会の構築に向けた事業の展開をしていきたいと考えています。 

 競技会としては、全日本ジュニア新体操選手権大会で丸山一休選手（大垣共立銀行ＯＫＢ

体操クラブ）が６大会ぶりに個人総合で優勝、香川県で開催された全国高等学校総合体育大

会の新体操の部では岩田隼選手（済美高校）が個人総合で３位入賞、女子団体（済美高校）

が４位入賞と活躍されました。 

本年度は２０２０の東京オリンピックで活躍した鈴木歩佳選手（フェアリージャパン・キ

ャプテン）も来年度のパリオリンピック出場の権利をかけて、本年８月にスペインで開催さ

れる世界新体操選手権大会に挑みます。皆様も各種大会が通常通りに開催されることと思い

ますので、日ごろの練習の成果が発揮できますこと心よりお祈り申し上げます。 

 最後に当協会に対し、ご支援ご協力をいただいています企業・関係団体の皆様をはじめ、

協会役員・監督・審判・指導者の皆様、なにより選手や子供たちを支えていただいています

ご家族の皆様に心より感謝を申し上げ挨拶とさせていただきます。 

 


